






































































時 期 2000年まで 2000年から2005年まで 2005年以後
発案機関 立法院および国民大会 立法院 立法院




















































































































































































































































































































































































55大石義雄 ｢憲法改正とその限界｣『文献選集日本国憲法13 憲法改正論』(三省堂,1977年)97頁､104頁 (初出は公法研究
8号､1953年)0
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57 佐々木惣一 ｢憲法を改正する国家作用の法理｣法学論叢60巻1･2号 1頁､8111頁 (1949年).また､同 ｢意法改正開港
の処理｣『憲法論文選 三』(有斐閣､1957年)255頁､268-270頁も参照｡
58 同上､269頁｡
59 大石鼻 『憲法講義 Ⅰよ.(有斐臥 2004年)109貫0





































































































































































および大法官会議が憲法改正の ｢合憲性 ｣ を審査する権限を持つか否かという問題については､今後
の課題としたい｡
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